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時代のキーワードは「利他」―布施① 京都教会長 中村憲一郎 

皆さま明けましておめでとうございます。お健やか

に新年を迎えられましたでしょうか。新型コロナウイ

ルスの蔓延により、健康でいることが当たり前でなく、

ありがたい、不思議なことと思えるのは私だけでない

と思います。 

 

会長先生は「年頭法話」で、「本会の信者さんは、人

を思いやることが身についていますから、道場が閉鎖

されても、電話や手紙、メールなどで手取りを続けて

こられました。本当に頭が下がります」とお言葉をく

ださり、会員の皆さまの不断のご努力に対し、労いと

感謝の意をお示しくださいました。このお言葉に私自

身ハッとさせられました。一昨年から続く現在の状況

下で、「今だからこそ、自分にできることを、真心こめ

て」家族や周りのご縁の方にと努力されている信者さ

ん（幹部さん）と見るより、むしろ「みんながもっと

スマホを持ってくれたらいいのに」とか「もっと自分

事として考えてくれたらいいのに」とか、要求する気

持ちが強く働いてはいなかったか、大いに反省させら

れました。 

そこに「佼成」１月号の会長先生のご法話です。「時

代のキーワードは『利他』（布施）」と題し、伝教大師

や弘法大師のお言葉を引用し、仏教の肝心かなめは「利

他」にあるとお説きくださっています。釈尊がご出家

されたのも「苦悩する一切衆生を救済するため」であ

り、釈尊の大いなる利他の心、布施の実践があればこ

そ「仏道」が私たちに届けられていることを明らかに

されています。思い起こせば開祖さまとそのご家族の

「大いなる放棄（布施）」、そして先輩の皆さまもまた、

このご法を弘め、少しでも多くの人を真の救いに導き

たいとの「布施の実践」があったのだと思います。こ

のご恩は決して忘れてはなりません。私自身がまず心

に深く刻みたいと思います。 

会長先生はさらに、道元禅師の言葉を引いて、「貪ら

ない」ということがそのまま利他行になり、「貪らない」

利他の実践は、より今日的な「時代のキーワード」に

なるとご示唆くださいました。「コロナ禍」が、子ども

食堂の開設や応援消費、クラウドファンディング（多

くの賛同者の寄付によって事業や製品を生み出す方 

法）など、人々の中に「助け合う心」が目覚めたこと

は、ある意味「コロナ果（コロナウイルス感染によっ

てもたらされた現象）」といえます。大いに歓迎すべき

ことですが、私たちは今一度、日常生活の中で「貪っ

ていないか＝必要以上に手に入れようとしていない

か」をしっかり点検する必要があると思います。例え

ばスーパーなどで「消費（賞味）期限」で選んでいな

いか。セールがあると必要以上に買いあさってはいな

いか。冷蔵庫の奥で食べ物を腐らせていないか。衝動

買いはしていないか。腹八分目で満足しているか。流

行に流されてまだ着られるものを無駄にしてはいない

か。電気、ガス、水、紙などの無駄はしていないか。

つけっぱなし、流しっぱなしはないか。こうした「貪

らない」実践は、全世界で取り組もうとしている SDGs

の取り組みにも関連しています。限りある地球資源を

大切に、将来世代のことも考えて生活することが、地

球環境を守るうえで喫緊の急務なのです。これは今を

生きる「大人の責任」なのです。 

 

むすびに会長先生は、「本年は、コロナ禍の中で学ん

できたものを智慧と慈悲の働きに換えて、心休まる家

庭とあたたかな地域社会をつくる菩薩として、急がず

休まず、精進を重ねてまいりましょう」と呼びかけて

くださっています。第六波が想定される中、今年も引

き続き、新型コロナの早期終息を祈願しつつ、心休ま

る家庭づくり、あたたかな地域社会づくりをめざして、

一人ひとりが「仏教の肝心かなめ」である利他の実践

に精進させていただきたいと存じます。 

 

皆さまのご健勝とご多幸を、朝に晩に念じあげてお

ります。                 合掌 

 

【付録】 

「家計の五カ条」森信三「幻の講話」より 

① 「入るを計って出を制する」 

② 「安いからといって不用の品は買わない」 

③ 「買うときは、安物買いの銭失いにならない」 

④ 「予定していなかったものは、その場で買わない」 

⑤ 「大きなお札を安易にくずさない」 

令和４年、私たちは「どこでも道場 祈り祈られ 笑顔と涙によりそおう」を実践して参ります。 

京都教会のホームページが出来ました。https://rkk-kyoto.jp/ 
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